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 〔 はじめに 〕 

 水資源機構は、川上ダム建設所ホームページで〈 ９月２１日に「川上

ダム地質現地説明会」を開催しました（速報版）〉と、宣伝をしている。これ

は、淀川水系流域委員会第８０回委員会審議を引き継ぐ資格のない「一

方的な説明会」であり、「川上ダム地質問題の提起者」一行が出席してい

ない「無効な現地検討会」であった。「問題提起者」一行は、「土砂災害の

恐れが消えた」９月２３日に現場に入り、「独自地質調査」を行い、その結

果を委員会に報告し、９月２６日付で委員会ホームページに一般意見書 

ＮＯ．１１３７ 《 やっぱり活断層であった！ 》＝右岸鞍部南斜面の地表

踏査＝を発表している。 

 

 「一方的な現地説明会」の中で「地中レーダ探査」を実施しているが、又

しても「隠蔽・改竄」を行なっている。それを具体的に指摘しつつ、尚且つ、

この「地中レーダ探査」そのものから「川上ダム直近、右岸鞍部を通る活

断層」の存在が更に明確に成って来た事を報告するものである。 

 

 〔 右岸鞍部地中レーダ探査業務報告書 第３章以降の抜粋 〕 

 ４．調査結果と言うものから示す。如何に欺瞞かは最後に説明をする。 

 

 
 

 

1139　自然愛・環境問題研究所 浅野隆彦氏

1139－ 1／9



 

 〔 地中レーダ探査 測線配置図 〕 
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 〔 測線 Ａ 反射映像と解釈断面 〕 
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 〔 測線 Ｂ （０－１２０ｍ） 反射映像と解釈断面 〕 
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 〔 測線 Ｂ （１２０－２４０ｍ） 反射映像と解釈断面 〕 

 

 
 〔 注意：以上の画像は、川上ダム建設所が２００８年９月２６日からホー

ムページ上に公開したもので、説明を分かりやすくする為、一部に筆者が

青色のペンにて加筆を行なっている。〕 
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 〔 批判と解説 〕 

 筆者は、「川上ダム活断層確認現地検討会」実施に向けて、水資源機

構 川上ダム建設所と１０数回の「協議・文書交換」を行い、委員会審議

の一環として「真実の解明」が為されるよう努力して来たが、「隠蔽」を基

礎としてマトモな「地質立会い調査」が拒まれて来た経緯がある。 

 この「地中レーダ探査」は筆者より要求したものの、「立会い調査」を最

後まで拒否されたものである。今回、内容を見ると懸念していたように、

筆者が求めていた範囲でやっておらず、特に測線Ａ側が７０ｍ以上外さ

れてしまっている。この部分はＦ１断層のみならず、破砕幅１５～２０ｍの

大断層Ｆ３が通っているのである。この事実が表れるのを避けたとしか思

えない。鞍部北側の４０ｍをやらなかった事も、それを避ける意図が明確

である。 

 測線Ｂにおいても、Ｆ１断層の走向から判断し、県道下に断層部分が現

れるのはまだ先の地点である可能性が高い。２０ｍほど測線を伸ばさなく

てはならないのである。 

 

 〔 測線Ａ 反射映像と解釈断面 〕に青ペンで記入しているように、距

離２５ｍ付近は明らかに断層を示す構造である。露頭断層からも判断さ

れており、後で示す「平成１９年度右岸鞍部低速度帯地質調査業務報告

書」の地質平面図でも、それまでの「推定走行線」でなく「実在断層線」と

して実線で描いている。反射映像も礫混じり粘性土が礫質土を突き抜い

ており、紛れもなく断層構造である。６５ｍ付近についても上層が粘性土

主体ではあるが、アンテナセンサーが横に重なる映像を映しており、ここ

にも断層構造が存在する可能性が高い。 

 

 〔 測線Ｂ 反射映像と解釈断面 〕にも青ペンで記入している。５０ｍ付

近は礫混じり粘性土が大きな幅で落ち込みを見せている。また、８３～９

５ｍ付近の大きな幅の礫混じり粘性土の落ち込みは、確実にＦ３断層の

破砕部を示している。１１０ｍ付近も５ｍほどの断層破砕部と見なければ

ならない。それ以外の測線距離のものについても、矢印をつけた部分は

明確ではないが、断層構造である可能性は棄てられないと見る。 

 調査結果なるものが、筆者が指摘している明確な「断層構造」に触れず、

馬鹿げた「断層と解釈される地質構造を捉えることはでき(な)かった。」と

言っているのは、実際は「日本物理探鉱（株）」技術者の言葉ではなかろ

う！特に、測線Ｂについて、「２００～２２０ｍ間に、断層と解釈される地質

構造を捉えることはでき（な）かった。」とだけしか記述する訳はなく、この

「調査結果」文は「捏造」されたものではないか！ 

 この後のページは参考として、「平成１９年度 右岸鞍部地質平面図」と
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「露頭断層の観察表」を示す。 

 〔 参考：平成１９年度 右岸鞍部低速度帯地質調査業務報告書 地質

平面図 〕 
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〔 ＬＯＣ．１ 断層露頭観察表 〕 
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 〔 ＬＯＣ．２ 断層露頭観察表 〕 
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